
 
 

 
 
  

ラクオリア創薬株式会社と名古屋大学トランスフォーマティブ
生命分子研究所の共同研究開始のお知らせ 

〜体内時計のリズムを調節する新薬の創出を目指して〜 

 

ラクオリア創薬株式会社（代表取締役社長：谷 直樹（たに なおき）氏）

と名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM、拠点長：

伊丹 健一郎（いたみ けんいちろう）教授）は、「概日リズムを調節する

低分子化合物の探索」に関する共同研究契約を平成27年11月4日に

構をターゲットとする化合物は、概日時計に関連した疾患の治療法開発

の足がかりとなる可能性があります。

 

ラクオリア創薬は、2015年4月に、名古屋大学大学院医学系研究科およ

び創薬科学研究科にそれぞれ産学協同研究講座を設置しました。名古屋

大学の産学連携研究施設、NIC施設を研究拠点の一つとして整備し、名古

屋大学とのシナジーを最大限に発揮できる体制を構築しました。本共同

研究はその一環として位置づけられ、ラクオリア創薬が保有する産学協

同研究講座とITbMの間で実施いたします。 

ITbMとラクオリア創薬は、ITbMの最先端の研究成果と、ラクオリア創

薬がこれまで培ってきた創薬研究のノウハウを融合し、産学連携のもと

で創薬研究を加速することにより、概日リズムを調節する画期的な新薬

の創出を目指します。 
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ラクオリア創薬株式会社（代表取締役社長：谷 直樹（たに なおき）氏）と名古屋大学ト
ランスフォーマティブ生命分子研究所（ITbM、拠点長：伊丹 健一郎（いたみ ሙ

合によࡗては⢭⚄ᝈのཎᅉにもなるとゝわࢀています。概日時計の㘽となるไᚚᶵᵓをࢱ
ーࢵࢤトとする化合物は、概日時計のᶵ⬟を⮬ᅾに᧯సするたࡵの᭷⏝なࢶーࣝとなるࡔけ
でなࡃ、概日時計に関㐃したᝈの⒪ἲ開Ⓨの㊊ࡀりとなるྍ⬟ᛶ࠶ࡀります。 

 








